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5)巻町の大腸癌検診について

登坂 尚志 ･高山 昌史
斉藤 貞一 ･今井 哲也
松浦 徳雄 (巻町国保病院内科)

川口 英弘 ( 同 外科)

巻町の大勝癌検診は昭和60年より始められ 平成5年

までの9年間に延17,963名が受診 しておi),平成5年

は2,400名を越えている.便潜血反応は昭和62年以降

OC--モデ[ア (栄研)法で,1日法で行なってきた.

以後は4%以下となっている.2次検診は検査医の関係

で,まず注腸を行ない.異常を指摘された時に大腸71T
イバーを行なっている例が多い.2次検診受診率が平均

81.8,OJ.'で,約20%の末受診者が屠るといF)問題点があ

る.検診結果は,最初偽陽性著が809,6'も居たが,最近は

約半数に異常を認めている.大腸癌は9年間で,30例発

見され 発見率は0.167.%となっている,発見癌例につ

いて検討を加えた.

6)大腸癌検診における便潜血反応の有用性に
関する検討

一便潜血陽性例,臨床的出血例,他臓器
疾患術前検索例に対す る大腸内視鏡所

見の比較-
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7)新潟県内大腸癌調査報告 (1987-1990)

.All:.1:':A.I:.l'
新潟県
外科 立柿願 院)

1987年から1990年までの4年間,県内の医療施設 110

ヶ所 (外科及び大勝内視鏡を行っている内科)で扱った

前年の初回症例をアンケー ト方式で調査 L 登録症例は

4年間での重複症例を除き,5,172例を得,これを検討

対象とした.

手術例は年 増々加し (1,047,1.125.1.228.1.331例)

合計4,731例となった.

内視鏡的摘除例 (以下,内Pと略,ポT)ペクトミーで

癌を確認 したが,外科手術を行わなかった例)は4年間

で441例であった.

手術例は結腸2,624例,直腸2,005例,多発 101例,

部位不明 1例で,年次別に部位別例数を見ると,結腸,
直腸共に増加している.全体の部位別頻度を見ると,結

腸の中で.男性では左側が多いのに,女性では右側が多

いことが認められ 全国集計 (大腸がん研究会)の値と

比較 し,有意差を認めた.

この部位別頻度は年齢別にみると,64才以下では女性

でも右側結腸の傾度は高くないが,65才以上では明かに

高くなっていることが注目され 検診陽性例の精査では

右側結腸-の注意が必要と考えド)れる.

新潟県の ｢大腸がん粗羅患率｣をふると,内Pを含め,

全体で10万人対52.0と高く,44.1,49.6,54.7,59.7

と4年間で 15.6の増加が認めら才1た.年齢では65才以

上は,それ以下の10倍の鳳患率を示した.又,県内の13

の保健医療圏別頻度 (年齢訂正恩恵率)では新潟市と柏

崎圏,巻三条圏 (県中央)が有意に高く (62.8160.2-

56.1),糸魚川圏,.上越圏 (県西端)相上圏,新発田園

(県北端)等が有意に低かった (27.8-47.1),佐渡圏は

粗曜患率では県内で最も高かったが (67.4),訂正羅患

率では46.2と低かった.

Ⅲ. 特 別 講 演

大腸癌検診

愛知県がんセンター消化器内科部長

小 林 世 美 先生

第34回新 潟太腹 虻門病研究会

日 時 平成6年12月10日 (土)

午後3時-15時20分

会 場 新潟 グランドホテル

Ⅰ. 一 般 演 題

1)大腸側方発育腫揚 (LST)の検討
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